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1. はじめに 

近年，消防団は地域の安全確保のために重要な

役割を果たしているが団員の減少が問題となって

いる．この問題へ対応するため，各地で大学生等

の学生消防団員を採用する動きが広まっている．

しかし重労働の印象が強く，多くの学生が参加す

るまでには至っていない1)． 

そこで本研究では，岩手県滝沢市の消防団に対

してインタビュー調査を行い，学生が参加しやす

くなるように，情報システムを用いて業務の効率

化を図り労働を軽減させる．本稿では，インタビ

ュー調査結果から業務に時間のかかっていた消火

活動の水利探索を支援するシステムを開発し，岩

手県滝沢市の消防団の協力のもと評価実験を行い，

有効性を明らかにする． 

2.問題分析 

2.1. 研究対象 
本研究では，岩手県滝沢市消防団第11分団を対

象とする．滝沢市は，面積が182．46 ，人口が

55，113人の都市である．滝沢市消防団は12の分団

で構成されており，実員数は337名(男性320名，女

性17名)で構成されている2)．平均年齢は42．2歳で

あり， 第11分団では35歳である．学生消防団は3

名であり，その内，岩手県立大学の学生は1名であ

る．管轄地区は青山，厨川，巣子，滝沢（計

22,673世帯）となっている3)． 

2.2. インタビュー調査 
 滝沢消防団において，学生消防団の人員不足の

原因についてインタビューを通じて調査した．す

その結果，消防団の業務が重労働そうというイメ

ージが，学生の消防団へ加入しない大きな理由で

あることがわかった．そのため，消防団の業務を，

情報システムを用いて効率化してほしいという要

望を受けた．業務の中でも消火活動に問題がある

ことが分かった．火災発生時には，消防署から火

災場所の住所が送られ，数100ページの紙の地図か

ら消化用の水利を探索し決定していた．そして各

分団が情報のやり取りなしに水利に向かうため，

到着した際に水利が重なってしまうケースが多々

あった．水利が重なると後から到着した分団は再

度，水利探索をしなければならないため， 無駄な

労働になるとともに消火活動に遅れをもたらして

いた． 

  
図1．システム提案 

 

2.3. 要望 
 数100ページの紙の地図を活用するのではなく，

携帯端末ですぐに見られるようにしたい，地図が

各分団1つしかないため、全員が見られるようにし

たい．決定した消火栓・防火水槽を，分団同士で

情報共有できるようにして水利が重なるケースを

防ぎたい，決定した水利までの経路をナビゲーシ

ョンしてほしい，という要望を受けた．本研究で

は，これらの要望に対応し，消防団の水利探索を

支援する． 

3. 水利探索支援システムの提案 
 本システムでは，水利探索における業務の効率

化を目指し，情報システムによる，火災現場の特

定，火災現場周辺の水利探索，消防団毎の水利割

当，決定した水利までのナビゲーション，を支援

する（図1）． 

(1) 火災現場の特定 
 携帯端末を用いて地図を利用し，消防署から送

られてくる火災現場の住所から，その場所を水利

探索ができる地図の上に素早く表示する． 

(2) 火災現場周辺の水利探索 
 火災現場を特定後，その周辺にある水利を表示

する．水利である消火栓・防火水槽には識別子が

付けられており，火災現場に近い水利を選択する

ことができる． 

(3) 分団毎の水利割当 
 各分団が選択した水利を情報共有し，水利の重

なりを防ぐ．各分団がそれぞれの水利に素早く向

かうことで，無駄な作業を省き，素早く消火活動

を行える． 

(4) 水利までのナビゲーション 
 携帯端末の位置情報を用いて，現在地から選択

した水利までを最短距離でナビゲーションし， 移

動時間を短縮して素早い消火活動につなげる． 
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図2．システム画面 

 

4. システム開発 

滝沢市消防団第11分団を対象にした水利探索支

援システムを開発した．利用者は個人のスマート

フォンを使用する．Googleマイマップを用いて，

以下の機能の実装を行った． 

(1)火災現場の特定:火災現場を住所検索し，火

災現場にアイコンを表示する． 

(2)火災現場周辺の水利探索:管轄地区の消火栓

588箇所，防火水槽218箇所が登録され，火災現場

周辺の水利が探索できる．従来の紙の地図には誤

差があったため，登録の際に修正を行っている．

消火栓，防火水槽のアイコンは識別しやすいよう

に異なるものを使用する．滝沢消防署と協議し消

火栓，防火水槽に識別子（短い文字列）を付けた．

この識別子は今後，滝沢消防署，滝沢市消防団全

分団共通のものとする（図2）．  

(3)水利までのナビゲーション:スマートフォン

の位置情報，Googleマイマップのナビゲーション

を利用する． 

(4)分団毎の水利割当:消防団はLINEを使用して

いることが多いため，水利割当にLINEを使用する．

消火栓，防火水槽の識別子を用いて，決定した水

利を報告し，報告順に決定していくことで重なり

を防ぐ． 

5. 評価実験 

5.1. 実験方法 
滝沢消防団第11分団の協力のもと，12月15日，

12時から13時の1時間にわたり滝沢市役所で実験を

行った．協力者は6名である．6名それぞれが別の

分団と想定し，紙の地図を使う3分団とGoogleマイ

マップを使う3分団に分け，それぞれの3分団に対

して，1つの火災現場での水利探索を行わせる．実

際に移動はせず，水利が重ならない割当が完了す

るまでの時間を計測する．それぞれの3分団には，

異なる部屋で水利探索させ，決定した水利を実験

監督者に報告する．紙の地図を使う3分団では水利

 
図3．実験結果 

 

が重なった場合に再度探索させる．火災現場を毎

回変更し，計6回行う．分団の割当に変更はないが，

前半3回と後半3回で，紙の地図，Googleマイマッ

プの使用を交換する．実験前に本システムの練習

を1回設ける． 

5.2. 実験結果 

図3に，6回の水利探索それぞれの平均時間を示

す．紙の地図を使う水利探索よりもGoogleマイマ

ップを使用した水利探索の方が平均約5分の時間短

縮することができた．また紙の地図を使用した3分

団は，水利の重なりが毎回最低1回は発生したが，

Googleマイマップの3分団は1回も発生することな

くスムーズに異なる水利を決定する事ができた．

消防団は，年齢層が広いため，スマートフォンの

利用に慣れていない方もいる．しかし，1回の練習

を設けただけで，紙の地図とGoogleマイマップの

チームでは平均約5分の差が生じた．操作がシンプ

ルであることから，スマートフォンの利用に慣れ

ていなくても，紙の地図を使用するよりもGoogle

マイマップの方が早く水利を探索できた． 実際の

消火活動においては，準備や移動も伴うため，本

実験結果以上のかなりの時間差が出る．本システ

ムにより作業の効率化が行え，消防団員の負担を

軽減できることが分かった． 

6. まとめ 
本研究では，負担を軽減し学生消防団の参加が

増えるように，消火活動の水利探索を支援するシ

ステムを開発し，岩手県滝沢市の消防団の協力の

もと評価実験を行い，有効性を明らかにした． 

今後の課題としては，学生消防団の活動を調査

し学生が参加しやすい仕組み実現していくことが

あげられる． 
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